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■進化・持続・増殖の鍵は、「経営満足」と「顧客満足」の両立！

開発工学研究会のビジョン

顧客満足 経営満足

製品 生産

製品に「顧客満足」を積み込む 生産に「体質」を積み込む

・キーパーツ調達

・製品の味付け

・垂直立ち上げ

・良い設計を回す

・コアの汎用開発

・工程プラットフォーム

生設一体のしくみ

Research Design Institute

Trinity Engineering

Research Design Institute

Trinity Engineering



Research Design Institute
Trinity Engineering製品やプロセスを「機能で発想する」

製品
お客の使い方 使い勝手

顧客満足

後工程の使い方
作り易さ

後工程満足

設計

工程設計

どこを変えるか

プロセス

仕事デザイン
システム分解 システム結合

つながり方

品質工学の機能の考え方

変えるところ

注力するアプローチ：

どう変えるか

注力するアプローチ：

課題化プロセスを重視

自社らしさ・独創性

どう変えるか



・製品群企画／汎用開発
・生設一体・統合開発
・ライフサイクルマネジメント
・マーケットインのコトづくり
・提案型の開発企画
＝独創性の追求
・川下製品とのネットワーク

・製品の個別最適
・プッシュ型開発
・製品ライフの短サイクル化
・プロダクトアウトのモノづくり
・横並びの開発
＝競争型の開発
・

Research Design Institute
Trinity Engineering企画・開発のギアチェンジ

●開発革新・製品の味付け

●プロセス改善・革新
生設一体・技術伝承

・・・・・・・・・・ 機能発想（品質工学）を使う

・・・・・・・・・・ システム発想を使う●仕事の全体最適

・・・・・・・・・・・ ＩＥ的発想（Trinity Engineering）を使う

・・・・・ チーム力（ヨコ型マネジメント）を使う

これからこれまで

ギアチェンジ

⇒本研究会は、仕事のデザイン（成功要因を作り込む企画）を訓練する場！
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製品・プロセスの「錆びない・壊れない仕組みづくり」

システム全体
（製品・プロセスの機能展開）

守ること 変えること

・効果的
・合理的
・汎用的

・非効果的
・非合理的
・非汎用的
・陳腐化

改善
革新

強み 弱み/さらなる強み

製品機能展開
プロセス機能展開

変えてもつながる仕組み

■仕事全体や製品群の「全体」を俯瞰し、「機能のつながりを仕組化する」
■仕組みが機能化されると、「手段が変化しても、入出力の関係性は変わらない」

≒全体

どこを変えるか
＝どこを守るか

目指す姿

維持したいレベル

部分

全体



システムの機能展開から「つながり・バラエティ」を検証

■製品もプロセスも機能で表現できる
■システムを分解してサブシステムの機能を定義する
■サブシステム間の機能のつながりを見つける
■心臓部となるシステム、客の使用と関係するシステムを検証する
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機能定義のやり方
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機能

入力 出力（理想特性）

ｙＭ
ｙ＝βＭ

Input Output

Step1   機能を言葉（ＳＶＯＣ）で定義する
Step2 目的機能の場合、inputは使用条件にする
Step3   y とＭの関数関係を理想状態になるよう工夫する
Step4   yを合理的、できれば独創的な特性値とする
Step5  特性値を計測可能にする

システムは、○○を ××に □□変換する

Ｍ

ｙ

○○に応じて××を出力する

制御因子

雑音因子

入力‐出力の関係を雑音に強くする

汎用性

先行性

安定性

利用条件

技術仮説

どのように変えるか

理想特性（良さを追求）

■基礎研究・・・基本機能で研究
■応用研究・・・目的機能で研究



「問題だらけ」からの脱却
Research Design Institute
Trinity Engineering

[対策]

ＣＶＶＣＶ

材料 設計 工程 管理

開 発 製 造

Ｖ

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 標準不履行

○ ○ 常時変更 ×

○ ○ 設計押し込み ×

不明 変更 常時変更 ×

指定 指定 設計押し込み ？

不
良
が
な
く
な
ら
な
い
理
由

戻す

改善

逆提案

変更管理ができていない

■工程条件の過度な変更が原因 ・・・続けるうちに「原因がわからなくなる」
「元に戻せなくなる」

診断が必要



現場の混沌

診断

改善

抜本策 ・・・・材料・設計・工程の調和

・・・・工程改善

・・・・改善点を見つける

重要問題から（ＭＴ法で診断）

頻発問題から（パレート図）
対策 効果（ＩＥ）

方法（固有技術）

１石ｎ鳥の効果
安定性（ロバスト性）
汎用条件

現場改善のススメ
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大きな見える効果
（宝の山）

体質化

本日の特別講演



付録： 研究に用いた参考資料

・ビジネスモデルの見方
今は、変化期
ＳＣＭと製品の連鎖
消費財と生産財（消費と輸出）

・顧客満足の企画
・経営満足を生み出す生産
・「材料・設計・工程の調和」による技術
・仕事の課題化シート（どこ・どな型）
・製造改善の手順
・チーム型開発のススメ



今は、（不況というよりも）大きな変化期

円高基調 → ○にするうち手を取る

材料費の高騰

流通革命

税収減

儲ける階層圧縮

Ｂ－Ｂ パートナーの選択

投機側面

消費量増大

枯渇
回転できる資源へ転換、省材料・小型化、 再利用、

国際競争

直販・中抜き現象

ＩＴ化

付加価値 続く目減り

アジア（中国、韓国）

低価格化

Ｂ－Ｃ 消費者直結

作り過ぎ

国際分業

高級消費財

国際競争 → 需要とみる

企業名で見る → 消費と産業構造から見る→製品の連鎖が見える！
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Trinity Engineeringサプライチェーンと製品連鎖

部
品

材
料

コ
ン
ポ

機 器 システム サービス

インテリジェント・ハード（車）

ソリューション・ソフト（流通）

グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ポ
ジ
シ
ョ
ン

顧
客
密
接

ポ
ジ
シ
ョ
ン元

気
度
・成
長
性

製品階層

■元気組みリーダは、概ね、スマイルカーブの両端に位置する。
■客に近い消費財川下の元気製品に製品連鎖する・・・企業名ではわからない。
■ネットワーク参画には、「存在感」「信用」「弾力性」・・・「提案力」などが必要。

キーパーツや
開発エンジンを供給が始まっている！

顧客の立場にあう商材を
流通が協創するようになった！

客への距離
提案力



消費消費

流通

素材

情報システム

生産システム

装置

機器

コンポ

部品

自
動
車

家
電

医
薬
品

建
設

食
品

衣
料

ア
メ
ニ
テ
ィ

消
費
財

最
終
製
品

中
間
財

シ
ス
テ
ム

ソ
フ
ト

装
置

機
器

コ
ン
ポ

部
品・

輸出

垂
直
の
製
品
連
鎖

輸入

横串の製品連鎖

横串の製品連鎖

横串の製品連鎖
生産財

モノづくりにおける「ビジネスネットワーク俯瞰」

■消費財（タテ）と生産財（ヨコ）の連鎖
■流通（消費財の内需）の伸び、客から遠い輸出型消費財へのうち手は？
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「顧客満足」を生み出す企画・開発

■製品評価： 様々あるユーザの利便の特性化を図り、データを提供する
■生産財では、「客の現場の進」を提案し、継続的な期待を引き出す

製品の機能客の使用条件 客が欲しい特性（効果）

次なる思い（期待） 利便（顧客満足）

特性創出力
特性評価力
＝提案力

開発は、
客の使用条件と欲しい特性で、
客の開発・生産などにつながっている。

顧客の進化への貢献
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「経営満足」を生み出す生産革新

■製品力は、製品群企画と汎用開発力、製品の味付けなどにより作られる
■生産力は、売り方に見合った工程汎用化と生産弾力化（需要同期）が望ましい
■開発リードタイムは、技術作り込み、生設一体化、製造の発信力により実現させる

客の使用条件 製品の味付け

製品群企画＋汎用開発

顧客の進化への貢献
客の次なる思い 顧客満足

当社の次なる思い

売り方

製造経営満足

キャッシュフロー・体質化・進化への貢献

工程汎用化＋需要同期生産

設計技術の
機能的編集

工程技術の
機能的編集

生産性

デリバリー受注量 在庫ＭＩＮ

生設一体

垂直立ち上げ

発
信
力



理論
•全ての技術システムは、「３Ｍの組合せ」である・・・３Ｍの連立方程式を解く要領で使う
•研究を生産へ円滑につなぐ／生設一体のために、３Mを調和的に進化させる

一般法則 Material>Manner>Machineの順に効果・副作用が大きい
応用（変えかた・手順）
• ３Ｍの調和的進化・・・研究・設計はMaterialとManner, 生産はＭｃｈｉｎｅを重視
•効果的・経済的改善手順 Manのばらつき排除→Machine(工程改善）→ Manner・Materialの順

材料パラメータ

装置パラメータ 設計パラメータ

Ｍａｔｅｒｉａｌ

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｍａｎｎｅｒ

材料パラメータ

装置パラメータ 設計パラメータ

Ｍａｔｅｒｉａｌ

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｍａｎｎｅｒ

3Mの調和(考え方（＋機能(考え方）で企画

独創研究には、オリジナルの特性で！
Measurementの開発が重要

ノイズ

材料 設計 装置

特性

＝

偏りが小さい技術仮説化

Measurement

Research Design Institute
Trinity Engineering

「材料・設計・工程の調和」による技術化

Trinity Engineering



仕事の課題化ワークシート（どこ・どな型）「どこがどうなっているか」
事実から課題の性質を見極める

関心ごとを列挙 明確化 理想化・対応

与件事項

どうなっているか
・「○○はＸＸになっている」と表現する
・５Ｗ１Ｈで着眼

「あるべき姿」は？
どう対応するか

どこに問題か
・ 製品は、現物を見てかく
・プロセスは、現場を見てかく

製品の場合

プロセスの場合

工程フロー、機能展開でかいてみる

写真を貼る、図にかく、機能展開でかいてみる

「客が困っていること」

「現場が困っていること」

「現場が困っていること」

→「 」を技術開発する

→「 」を変える（改良）

→「 」を技術開発する

→「 」を変える（改良）

→「 」を元に戻す
（実績がある設計を活用）

→流動管理・教育に反映

→実績がある設計を活用する
製造ノウハウを活用する

Research Design Institute

抜本策

暫定策

抜本策

改善策

→量産性の未検証

→工程条件の未検証変更

問題発想を一旦棚上げ

効
果
影
響
の
評
価
を
実
施

効
果
影
響
の
評
価
を
実
施



製造改善の手順

・作業標準→工程→設計の順に進めるのがポイント
・Ｍａｎへの対応を飛ばすと、改善効果がばらつく （しくみ化／機械化・ジグ化をしないと逆戻りする）
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Manner

Machine

Material

・教育
・作業標準化
・ジ具改善

・習熟レベルの不良
・多段取りの不良傾向

歩留まり変動大
不良内容変動

歩留まり変動が小さくなる
不良内容が固定する

不良半減

設計起因 工程起因

設計起因 工程起因 ②多様な
機種別
設計起因

①共通な
部品起因

設計起因だけが残る

印刷・
リフロー
の工程改善

作業標準化

工程改善

②個別設計起因

①部品起因

設計起因

部品ごとのランドーマスクの一体設計見直し

デザインルールあり →戻す
デザインルール」なし →作る

設計改善

工程条件の汎用性の作りこみ

新機種に手を打つのが経済的

Manner

Man

Material

・教育
・作業標準化
・ジ具改善

歩留まり変動大
不良内容変動

歩留まり変動が小さくなる
不良内容が固定する

不良半減

設計起因 工程起因

設計起因 工程起因 ②多様な
機種別
設計起因

①共通な
部品起因

設計起因だけが残る

印刷・
リフロー
の工程改善

②個別設計起因

①部品起因

設計起因

部品ごとのランドーマスクの一体設計見直し

デザインルールあり →戻す
デザインルール」なし →作る

設計改善

人的起因
作業ばらつき

設計起因

工程起因
人的起因
作業ばらつき

設計起因

工程起因
人的起因
作業ばらつき

設計起因

工程起因

Trinity Engineering

に基づく改善

Manner

Machine

Material

・教育
・作業標準化
・ジ具改善

・習熟レベルの不良
・多段取りの不良傾向

歩留まり変動大
不良内容変動

歩留まり変動が小さくなる
不良内容が固定する

不良半減

設計起因 工程起因

設計起因 工程起因 ②多様な
機種別
設計起因

①共通な
部品起因

設計起因だけが残る

印刷・
リフロー
の工程改善

作業標準化

工程改善

②個別設計起因

①部品起因

設計起因

部品ごとのランドーマスクの一体設計見直し

デザインルールあり →戻す
デザインルール」なし →作る

設計改善

工程条件の汎用性の作りこみ

新機種に手を打つのが経済的

Manner

Man

Material

・教育
・作業標準化
・ジ具改善

歩留まり変動大
不良内容変動

歩留まり変動が小さくなる
不良内容が固定する

不良半減

設計起因 工程起因

設計起因 工程起因 ②多様な
機種別
設計起因

①共通な
部品起因

設計起因だけが残る

印刷・
リフロー
の工程改善

②個別設計起因

①部品起因

設計起因

部品ごとのランドーマスクの一体設計見直し

デザインルールあり →戻す
デザインルール」なし →作る

設計改善

人的起因
作業ばらつき

設計起因

工程起因
人的起因
作業ばらつき

設計起因

工程起因
人的起因
作業ばらつき

設計起因

工程起因

Trinity Engineering

に基づく改善

「プロセス・イノベーション」が先！

「プロダクト・イノベーション」



チーム型開発のススメ （差異統合から発見の共有へ）

状況を捉える
対象を捉える

自分なりに
やりとげる

考え抜くときに
発見しそうなときに
力を合わす

調査
企画
提案

レビュウ（岡目八目）

仕事の下調べ 仕事の行動

気づき

Ｘ道具をあてにする
○チーム力をあてにする

○道具をあてにする
○蓄積を活用する

■「一人でやるとき、チーム力を使うとき」のメリハリをつけるのが組織型開発
■偏らない発想・記述式の課題化シートを用いる学習

知恵を出すとき、意志を結集するとき、
チーム力をあてにする

リードのタイミングが重要！

報・連・相（紙で）どうなっているか？

個 個

全

Research Design Institute
Trinity Engineering

差異統合

発見の共有


